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１．⾃⼰紹介

瀧統（たき おさむ）
1994年ジェトロ⼊会、途上国におけるODA事業を展開する部署を⽪
切りに、地⽅では⽯川県⾦沢に赴任、イタリアのコモ地⽅との繊維産業
交流プロジェクトに従事
海外勤務は⽶国ロサンゼルス、インドニューデリー、2019年より再び⽶
国ロサンゼルスに赴任し現職
直近の本部勤務では、2015年のTPP⼤筋合意を受け、農林⽔産品
の輸出にさらに期待が⾼まる中、同分野の輸出事業全般を担った
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２．ジェトロ（⽇本貿易振興機構）について

◆ ⽇本政府の貿易と投資の振興機関
⼤阪財界が産んだ「海外市場調査会」から出発
Japan Trade External Organization(JETRO)へ

◆ 機能は⼤きく２つ
・ 海外における市場調査と情報発信・提供機能
・ 国際的企業間におけるマッチング機能

◆ ⼈材と国内外ネットワークに強み
・ 全都道府県＆海外74カ所、職員数1,819名
・ ⽶国はLA、NY、アトランタ、シカゴ、ヒューストン、サンフランシスコ

◆ ⽇本企業の海外ビジネスにおけるあらゆる⽀援
「⽇本を世界へ。世界を⽇本へ。」
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2．ジェトロについて 〜政策とジェトロと私〜

1994年 特殊法⼈ ⽇本貿易振興機構⼊会
1994年 貿易開発部 配属
1996年 ⾦沢事務所
1998年 ロサンゼルス事務所
2006年 産業技術部 課⻑代理
2008年 企画部総括課⻑代理
2010年 企画部中⼩企業担当主幹
2011年 ニューデリー事務所次⻑
2015年 企画部 地⽅創⽣推進課⻑
2016年 農林⽔産⾷品部 総括課⻑
2019年 ロサンゼルス事務所⻑
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輸⼊促進

インフラプラント輸出、事業仕分け

新興国・海外投資

地⽅創⽣ TPP⼤筋合意

農林⽔産⾷品輸出5兆円、コロナ対策、⽶国政権、⽔素、半導体..

対⽇投資
ODA

輸出促進

中⼩企業⽀援

農林⽔産⾷品輸出 スタートアップ



３．ジェトロ ロサンゼルスと主な活動について
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◆ 設⽴︓1958年12⽉
◆ 管轄︓⻄部7州

ü カリフォルニア州南部、ネバダ州南部、アリゾナ州、ユタ州、
コロラド州、ニューメキシコ州、ハワイ州

◆ ⼈員︓駐在員6名（経産省1、財務省1、農⽔省1を含む）
◆主な活動

ü 農林⽔産・⾷品の輸出促進【北⽶幹事】
ü デジタルマーケティング【北⽶幹事】
ü 環境（⽔素）・イノベーション促進・対⽇投資⽀援
ü グラスルーツ活動（⽇系企業⽀援）
ü 調査・情報発信



4.⽶国で⽇本産⾷品を拡⼤させたい︕
〜農林⽔産・⾷品の輸出促進〜
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◆ ⽬指すところ
・ TPP締結後、国際競争⼒強化や市場開拓を海外にも
・ 事業者⾃⾝の輸出マインドと所得の向上

◆ ⼿段として
・ 海外市場をできるだけわかりやすく情報発信
・ B２B ⽀援（有⼒展⽰会での商談⽀援）
・ B2B2C もっと知る、⾷べる、買う、定着する



5.新たな視座︖
〜課題解決と半歩先のリスクを取りに⾏く〜
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◆ 課題解決のために事業を構築
・ なぜ海外展開⽀援を⾏うのか
・ ⽇本の中⼩・零細企業の海外展開における現実
・ 地域に貢献しなければ成⻑なし
・ アリゾナ＆テキサス、半導体、⽔素社会、スタートアップなどなど



ご清聴ありがとうございました。
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⽇本企業の海外ビジネス展開についてのご
相談は、

ジェトロ ロサンゼルス まで

よろしくお願いします


